
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○算数科を中心とした学習指導法の工夫と改善 ○算数科単元テストの「知識・技能」において、全校平均が
８０％以上
○「自分の考えが深まったり、新しい考えが見つかったりし
た。」の質問に対して、肯定的な回答をする児童の割合
80％以上。
○「話し合い活動を取り入れ、互いの考えを深め合わせて
いる」の質問に対して、肯定的な回答をする職員の割合
80％以上。

・全教科において、対話活動を効果的に取り入れた授業を
行う。その際、話し合いの視点を示し、見通しをもって話し合
うことができるようにする。
・児童が、一人一人の違いを認め合い、尊重し合える居心地
のよい学級をつくる。 A

・算数科単元テストの「知識・技能」において、全校平均が85.1点とな
り目標点数を達成している。後期も継続して平均80点以上を目標とす
る。
・「自分の考えが深まったり、新しい考えが見つかったりした。」の質問に
対して、肯定的な回答をする児童の割合は、83.5％となり目標を達成し
ている。後期も同じ目標で継続して取り組んでいきたい。
○「話し合い活動を取り入れ、互いの考えを深め合わせている」の質問
に対して、肯定的な回答をする職員の割合は、83.1％となり目標を達
成している。後期も同じ目標で継続して取り組んでいきたい。

B

・算数科単元テストの「知識・技能」において、全校平均が83.７点とな
り目標点数を達成している。
・「自分の考えが深まったり、新しい考えが見つかったりした。」の質問に
対して、肯定的な回答をする児童の割合は、91.0％となり目標を達成し
ており前期より7.5ポイント伸びている。
・「話し合い活動を取り入れ、互いの考えを深め合わせている」の質問
に対して、肯定的な回答をする職員の割合は、74.0％となり目標を達
成していない。

B

・先生方、とても一所懸命取り組んでいる印象
・授業参観では、ゆったりとした、いい教育が行われている印象。
・学力、点数を追い求めすぎると、いろんな弊害が出てくるのではと思
う。
・数字を追い求めすぎるのは、いかがなものか・・・と感じる。教育の効
果は10年後くらいに現れてくるのでは・・・と思うので、忍耐強くが必
要・・・
・読書の量が増えていることはすばらしい。学力向上へもつながり、活字
に親しむ習慣も大切。
・思考力を高める教育実践は価値がある。今後も続けていってほしい。

学びづくり部 

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

〇学校評価アンケートで「学校には、いっしょに遊んだり話し
たりできる友達がいる。」と回答した児童が９０％以上

・「心の木」の取り組みを継続し、温かい言葉や行為を放送
で全校に紹介する。
・児童の心の不安に気付き、早期対応するため、月１回心と
体のアンケートを実施する。
・異学年交流を図る縦割り班活動や金立特別支援学校・幼
稚園・保育園等との交流学習を実施する。

A

・「心の木」の取り組みを行い、お昼の放送で全校に紹介したり、児童玄
関に掲示したりするなど、積極的に取り組むことができた。
・アンケートで発見されたことは、児童への聞き取り、保護者への連絡
等、早期対応ができている。
・学校評価アンケートで「学校にはいっしょに遊んだり話したりできる友
達がいる」と回答した児童が97%だった。
・縦割り活動は高学年を中心に活動し、異学年交流ができている。
・金立特別支援学校との交流は、３年生で実施した。

A

・「心の木」の取り組みを行い、お昼の放送で全校に紹介したり、児童玄
関に掲示したりするなど、積極的に取り組むことができた。
・アンケートで発見されたことは、児童への聞き取り、保護者への連絡
等、早期対応ができている。
・学校評価アンケートで「学校にはいっしょに遊んだり話したりできる友
達がいる」と回答した児童が94%だった。
・縦割り活動は高学年を中心に活動し、一緒に外遊びを楽しんで仲を深
めるなど、異学年交流ができている。
・幼保小交流を対面で行うことができた。

A

・「荒れている」「大変だ」という噂はあまり聞かない。
・アンケートの結果から「学校が楽しい」と答えた児童が90％超というと
ころから、とてもいい教育がなされていると感じた。
・「心の木」の取り組み、すばらしいです。温かい言葉をどんどん広げて
ほしいです。
・読書、「心の木」で、あったかい言葉を広げてもらえればよい。
・たてわりの活動が充実しているようで、よく「学校でおねえちゃんと遊
んだ」等のつぶやきが多く聞かれる。
「心の木」はよい取り組みだと思う。継続していってほしい。

心づくり部

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○「組織運営に関するアンケート」で「いじめ防止等(いじめ
の定義、防止などのための取組、事案対処等)について組
織的対応ができている」と回答した教職員80%以上

・いじめの早期発見のための月1回の「心のアンケート」を
行う。
・自他を尊重して行動する児童の育成をめざした集会を学
期に1回行う。

A

・職員アンケートでは、「問題行動、危機管理等について、組織的に対応
できている」の回答が十分、おおむね合わせて９１%であった。「心のア
ンケート」を毎月１回、実施をし、該当児童に聴き取りをし、関係児童や
学年担任とで状況を共有した。場合に応じて保護者へ連絡をとった。
・６月「人権とは？」、７月「わたしたちの平和」について、人権集会を実
施し、全校児童と考える機会を設けた。また、２学期始めに人権標語に
取り組み、全校一人ひとりで「いじめ」予防にできることを考える機会と
した。

A

・職員アンケートでは、「問題行動。危機管理等について、組織的に対応
ができている」への回答が十分、おおむね合わせて９４%とになった。
・毎月の「心のアンケート」および、いじめ・問題行動などの認知後、該
当児童に聴き取りをし、関係児童や学年職員とで状況を共有することが
できた。場合に応じて保護者へ連絡と取ってその都度解決した。
・年２回の人権集会を実施した。１月は、始業式でいじめレインボー作戦
と同時に、今までの集会（人権・仲間づくり、ぽかぽか言葉・行動、北っ
子言葉）を振り返らせながら、考える機会を設けた。

A

・いじめの早期発見、対応がよくできていると思います。
・先生方が問題を共有し、迅速に丁寧に対応していることが伝わった。と
てもよいことです。
・いじめ問題については、教職員の皆さんが高い危機意識をもって丁寧
に対処されていることに感心しました。

児童生徒支援 

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
回答した児童生徒８０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回
答をした児童生徒８０％以上

・ほめて伸ばす教育の実践（声掛け、ワークシート等へのコ
メント記入）。
・中学生から中学校生活についての説明を聞いたり、ゲスト
ティーチャーを招いたり、校外学習を行ったりし、将来への夢
をもつ機会を作る。 A

・児童アンケートの「先生はあなたのよいところをほめたり認めたりして
いますか」で、肯定的な回答をした児童が９０％、「将来の夢や目標を
もっていますか」に肯定的な回答をした児童が８９％だった。
・引き続き、全職員で児童のよいところやがんばりを多面的にほめたり
認めたりすることを継続する。 A

・児童アンケートの「先生によいところをほめられたり認められたりして
いますか。」で肯定的な回答が８８％だった。担任による声かけやコメン
トを始め、校内の「北っ子放送局」や「心の葉の紹介」など、褒めて認め
る取り組みを継続して行うことができた。・「将来の夢や目標をもってい
ますか。」で肯定的な回答が８３％だった。中学生から中学校生活につ
いての話を聞いたり（６年生）、ゲストティーチャーを招いて職業学習を
したり（５年生）、２分の１成人式で決意表明をしたりすることで（４年
生）、将来について考える機会を作ることができた。

A

・ほめられたり、認められたりしてもらえると嬉しいものです。今後も続け
ていただきたいと思います。
・夢や目標を持つことはとても大切なことだと思いますが、持てずに探し
ている子にも寄り添ってほしいし、認めてほしい。

教務主任 

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」 〇学校評価アンケートで「早寝・早起き・朝ごはんに取り組
んでいる。」と回答した児童９０％以上

・望ましい生活習慣を形成していくため、月１回心と体のア
ンケートを実施する。
・「早寝・早起き・朝ごはん」実施週間を設定し、定期的な評
価を指導に生かす。
・栄養教諭と担任とのT.Tの食育の授業を全クラスで年間
１回は行う。

A

・心の体のアンケートを実施し、気になることがある児童については個別
に聞き取りや指導を行えた。
・早寝・早起き・朝ごはんへの取り組みに関するアンケートに対して、児
童と保護者共に９割以上が行えているという回答だった。
・栄養教諭と担任とのTTの食育は、年間を通して全クラス１回ずつ行え
るように、段階的に進めることができた。

A

・心の体のアンケートを実施し、気になることがある児童については個別
に聞き取りや指導を行えた。
・早寝・早起き・朝ごはんへの取り組みに関するアンケートに対して、児
童は８６％、保護者は９３％が行えているという回答だった。
・栄養教諭と担任とのTTの食育を、計画を立てて年間を通して全クラス
１回ずつ行った。

A

・毎月「心と体のアンケート」をされて、児童の様子を見られていること
に感心しました。
・食育も全クラス行われているとのこと。すばらしいです。
・保護者を巻き込んだ取り組みはとても有意義だと思う。 体づくり部 

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１人当たりの年次休暇
の取得日数１４日以上

・定時退勤日を設定し、毎日退勤時にタイムカードもしくは
PCにて入力をする。その日の施錠時刻をあらかじめ掲示す
ることで退勤時間の意識化を図る。
・校務用サーバー、Teams、iSchool等の活用を促進する。
会議やその他の場面で資料をデータ化し、情報共有を行う
ことで業務の効率化を図る。
・次年度を見据えながら、各行事等の内容の精選を行うこと
で、業務の効率化を図る。

A

・各職員が、日々の業務を締める時間を常に意識することで、退勤時間
にあわせた計画的に業務を遂行する力が身についてきた。このことが時
間外在校時間の減少へとつながった。
・会議資料のデータ化を推進した結果、各部や学年間の情報共有が円
滑になり、会議準備にかかる時間を削減できた。これにより、本来の業
務に集中できる時間が増加した。
・各部、各学年グループでの話し合いにおいて、行事内容の『精選』を
意識的に提案・実行することで、業務の効率化を図ることへとつながっ
た。

A

・定時退勤日の設定や退勤時刻を意識した声かけを継続的に行ったこ
とで、職員の時間管理に対する意識が高まり、時間外勤務の縮減が進
んだ。業務の優先順位を意識した取組が定着し、効率的な業務遂行に
つながっている。
・会議資料や各種文書のデータ化を進め、ペーパーレス化や事前共有
を徹底することで、資料作成や配布に係る時間の削減を図った。これに
より、会議時間の短縮や業務全体の効率化が進んだ。
・行事の目的や教育的意義を改めて整理し、内容や実施方法の見直し、
行事数の精選などを行い、業務の効率化を図った。

A

・時間外勤務の削減を評価することばかりに目を向けすぎるのもどうか
と思う。時間を使ってより深く、熱心に授業研究等を行うことも評価され
てもよいのでは・・・バランスが大事だと感じた。
・教育に対する高い情熱を持っている先生ほど負担が大きくなっている
のではないか危惧する。根本的な改革を期待する。

教頭 

●特別支援教育の充実
○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○個に応じた教育

○教育相談・特別支援教育による支援の組織化
○不登校の解消

○学校評価アンケート「児童の能力や個性を把握評価し、
児童が努力したことや頑張ったこと、よい点を積極的に褒め
ている。」教員が８割以上
○学校評価アンケート「児童の意見をよく聞き、悩みや相談
に応じている。」教員が８割以上
○完全不登校の児童をなくす。

○月に1回程度、配慮を要する児童について情報交換をす
る場を設定し、共通理解に努める。
○必要に応じてケース会議を開いて対応や支援について検
討し、チームで取り組んでいく。
○学期ごとに、個別の支援計画の目標を振り返り、評価と
見直しを行う。
○別室登校児童や不登校児童の状況について、日常的に
情報共有をする。

B

・月1回の教育相談協議会を実施し、気になる児童についての共通理解
を図ることができた。
・個別の教育支援計画・指導計画について、児童に応じた目標を設定
し、前期の記録を残すことができている。
・別室登校児童への関りや過ごし方を共通理解しており、引き続き児童
支援に努めていく。

A

・教育相談協議会やケース会議、連絡会議などを行い、共通理解や支
援方針の共有を図ることができた。その結果、別室登校しかできなかっ
た児童が教室に戻ることができるようになり、朝、教室には入れない児
童への支援も共通理解のもと進めることができた。
・個別の支援計画を月ごとまたは学期ごとに記載をして、児童の支援や
児童理解に役立てることができた。

A

・毎月の会議で、共通理解や支援方針の共有ができ、細やかな支援が
できていますね。
・いろいろな児童がいるように、保護者もいろいろで、保護者と協力して
子どもたちの支援を進めることがとても難しいが、とても重要。
・先生方の努力に敬意を表します。 主幹教諭 

○開かれた学校づくりの
推進

○保護者や地域住民との情報の共有化
○保護者や地域との連携強化

○学校評価アンケート「学校は、子どもの様子をお便りなど
で伝えている」と回答した保護者９割以上
○学校評価アンケート「PTA活動や地域行事には進んで参
加・協力している」と回答した保護者８割以上

○保護者や地域住民に対して、学校だよりや学年・学級だ
より、学校ホームページ等で積極的に情報を発信し、連携を
強める。
○学校行事等への参加・協力を依頼する。 B

・毎月の学校だよりを保護者・地域へ配布するとともに、学年・学級だよ
りを定期的に配布しており、学校での児童の様子や活動などを積極的
に発信しており、今後も引き続き情報を発信していく。
・保護者には、PTAからの呼びかけにも積極的に参加していただき、協
力を得ることができている。

B

・学校便りや学年・学級だよりの定期的な配布に加え、ホームページへ
の掲載を行うことで、教育活動や行事の様子を保護者・地域に具体的
に伝えることができ、学校の取組に対する理解の促進につながった。
・行事や授業においてGTを計画的に活用したことで、地域人材が教育
活動に継続的に関わる機会が増え、学校と地域が相互に支え合う連携
体制の構築が進んだ。

A

・公民館での過ごし方を見ていると、全体的に非常に落ち着いている。
・毎月の学校便りは児童の様子がよくわかり、楽しみにしています。
・ミシンやおにぎらずの活動について、民生委員にも依頼があれば、積
極的に関わることができる。
・指標と評価がつながっていないような気がする。

教頭 

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立春日北小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・
　　次年度への展望

・算数科の学力および児童の思考の深まりには成果が見られる一方で、話し合い活動を通して互いの考えを深める授業づくりには課題があるため、対話活動の位置付けを明確にし、校内研修や実践共有を通して授業改善を図る必要がある。
・「心の木」や人権集会、縦割り活動等を通して思いやりや異学年交流を育むとともに、心のアンケートや迅速な情報共有により組織的な早期対応ができており、今後も褒めて認める取組を継続・充実させて児童の自己肯定感を高めていく必要がある。
・アンケートの実施と個別対応、家庭と連携した生活習慣の定着、計画的な食育指導により健康づくりは概ね推進できたが、生活リズムや心身の不調が見られる児童への継続的支援と家庭との連携強化が課題である。
・定時退勤や業務優先順位の徹底、資料のデータ化や行事見直しにより業務効率は向上したが、業務平準化やICT活用のさらなる推進が課題である。
・教育相談やケース会議で支援方針の共通理解を図り、個別支援計画を活用することで、別室登校の児童が教室に戻るなど個に応じた指導は進展したが、今後も継続的な支援体制の充実や仲間づくりの推進が課題である。
・学校便りやHPでの情報発信やGTの活用により、保護者・地域への理解促進と地域連携の強化は進んだが、情報発信の多様化や地域参画の拡大が今後の課題である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度
　　評価結果の概要

保護者へのアンケートや学校評議員会の中で、学校の現状や今年度の取組については、おおむね高い評価をいただいている。全職員が一丸となって共通理解・共通実践に取り組んできた成果だと考える。今後も、全職員による情報共有を基盤に、組織的な対応力強化に努める。
・一人一人大切にした教育の充実のために、「心と体のアンケート」、「心の木」の取組、「いじめ宣言」、「人権集会」等、今後も全職員による情報共有を基盤として継続し、自他を大切にする心の醸成を図っていく。
・学力向上に向けて、次年度も基礎・基本の定着を基盤に、児童が主体的に学習し、考えを深める言語活動の充実を目指し、教師の指導力向上に資する研修を深めていく。
・多様な子ども達が安心して学べる学級づくりに向けて、「学習のきまり」を年度当初共通理解をし全職員で意識しながら徹底を図り、より充実した学級経営を行っていける環境を整えていく。
・今後も行事等の見直し及び精選をしながら、個人の目標をさらに具体化させることで、教師の意識を高め、業務改善・教職員の働き方改革を更に推進していく。

２　学校教育目標
　夢をもち　仲間とともに学ぶ　元気な北っ子の育成
　　　　～思いやる　考える　きたえる～

３　本年度の重点目標

①   一人一人を大切にした教育の充実
②　学力の向上
③　健やかな身体を育む教育の推進
④　開かれた学校づくりの推進


